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第
二
十
七
条
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
・
地
域
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
の
手
続
を
行
う
に
当
た
つ
て
、法
第
五
十
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
国
命
令
を
受
け
た
者
は
、

当
該
出
国
命
令
に
係
る
出
国
命
令
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
九
条
第
二
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

在
留
資
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
在
留
資
格
証
明
書

第
二
十
九
条
第
二
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

三

中
長
期
在
留
者
に
あ
つ
て
は
、
在
留
カ
ー
ド

四

特
別
永
住
者
に
あ
つ
て
は
、
特
別
永
住
者
証
明
書

五

一
時
庇ひ

護
の
た
め
の
上
陸
の
許
可
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
一
時
庇ひ

護
許
可
書

第
二
十
九
条
第
三
項
中
「
及
び
第
二
十
条
第
五
項
」
を
削
り
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」
と
、「
前
項
」
と
あ

る
の
は
「
第
二
十
九
条
第
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
条
第
一
項
第
一
号
中
「
国
籍
」
を
「
国
籍
・
地
域
」
に
改
め
る
。

第
四
十
四
条
第
一
項
中
「
次
項
第
一
号
た
だ
し
書
」
を
「
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
入
国
審
査
官
に
在
留
カ
ー

ド
を
交
付
さ
せ
る
場
合
及
び
第
三
項
第
一
号
」
に
、「
交
付
す
る
」
を
「
交
付
し
、
又
は
既
に
交
付
を
受
け
て
い
る
在

留
資
格
証
明
書
に
同
様
式
に
よ
る
証
印
を
す
る
」
に
改
め
、
同
項
後
段
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
規
定
に
よ
る
在

留
期
間
そ
の
他
の
条
件
」
を
「
規
定
に
よ
り
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
必
要
と
認
め
る
条
件
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号

及
び
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

法
第
二
十
四
条
第
二
号
（
法
第
九
条
第
六
項
の
規
定
に
違
反
し
て
本
邦
に
上
陸
し
た
者
を
除
く
。）、
第
六
号

又
は
第
六
号
の
二
に
該
当
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
法
第
三
章
第
四
節
に
規
定
す
る
上
陸
の
種
類
及
び
第
十
三
条

か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
規
定
に
基
づ
く
上
陸
期
間

二

活
動
の
制
限
そ
の
他
特
に
必
要
と
認
め
る
事
項

第
四
十
四
条
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
在
留
を
特
別
に
許
可
す
る
場
合
に
お
い
て
、
技
能
実
習
の
在
留
資
格
（
法

別
表
第
一
の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
二
号
イ
又
は
ロ
に
係
る
も
の
に
限
る
。）を
決
定
し
た
と
き
は
、

法
務
大
臣
が
指
定
す
る
本
邦
の
公
私
の
機
関
を
記
載
し
た
別
記
第
三
十
一
号
の
三
様
式
に
よ
る
指
定
書
を
交
付

し
、
特
定
活
動
の
在
留
資
格
を
決
定
す
る
と
き
は
、
法
務
大
臣
が
個
々
の
外
国
人
に
つ
い
て
特
に
指
定
す
る
活
動

を
記
載
し
た
別
記
第
七
号
の
四
様
式
に
よ
る
指
定
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
五
十
二
条
第
三
項
第
一
号
ロ
及
び
ハ
並
び
に
第
二
号
ロ
及
び
ハ
並
び
に
同
条
第
五
項
第
一
号
中
「
国
籍
」を「
国

籍
・
地
域
」
に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

中
長
期
在
留
者
に
あ
つ
て
は
、
旅
券
及
び
在
留
カ
ー
ド

二

特
別
永
住
者
に
あ
つ
て
は
、
旅
券
及
び
特
別
永
住
者
証
明
書

第
五
十
五
条
第
二
項
第
三
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

中
長
期
在
留
者
及
び
特
別
永
住
者
以
外
の
者
に
あ
つ
て
は
、
旅
券
又
は
在
留
資
格
証
明
書

第
五
十
六
条
第
一
項
中
「
許
可
す
る
場
合
」
の
下
に「（
同
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
場
合
に
限
る
。）」
を
加

え
、
同
条
第
三
項
中
「
許
可
す
る
場
合
」
の
下
に「（
同
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
場
合
に
限
る
。）」
を
加
え
、

同
項
後
段
を
削
る
。

第
五
十
六
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

第
四
十
四
条
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
六
十
一
条
の
二
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
在
留
を
特
別
に
許
可
す
る

場
合
に
準
用
す
る
。

第
五
十
七
条
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
難
民
の
認
定
を
受
け
た
者
の
在
留
資
格
の
取
消
し
）

第
五
十
七
条
の
二

第
二
十
五
条
の
二
か
ら
第
二
十
五
条
の
十
四
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
六
十
一
条
の
二
の
八
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
在
留
資
格
の
取
消
し
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
五
条
の
二
中
「
入

国
審
査
官
」
と
あ
る
の
は
「
難
民
調
査
官
」
と
、
同
条
、
第
二
十
五
条
の
五
、
第
二
十
五
条
の
七
及
び
第
二
十
五

条
の
九
か
ら
第
二
十
五
条
の
十
二
ま
で
の
規
定
中
「
意
見
聴
取
担
当
入
国
審
査
官
」
と
あ
る
の
は
「
意
見
聴
取
担

当
難
民
調
査
官
」
と
、
第
二
十
五
条
の
十
三
第
一
項
中
「
別
記
第
三
十
七
号
の
十
六
様
式
（
法
第
二
十
二
条
の
四

第
一
項
第
三
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
係
る
も
の
に
あ
つ
て
は
別
記
第
三
十
七
号
の
十
七
様
式
）」と
あ
る
の
は
「
別

記
第
三
十
七
号
の
十
七
様
式
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
九
条
第
八
項
中
「
第
二
十
六
条
第
六
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と

し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
二
十
六
条
第
四
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、

同
条
第
六
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、同
条
第
四
項
中「
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、」

の
下
に
「
当
該
外
国
人
か
ら
依
頼
を
受
け
た
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

４

第
二
十
一
条
の
二
第
五
項
の
規
定
は
第
一
項
の
申
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
一

条
の
二
第
五
項
中
「
第
一
項
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
」
と
、「
第
一
項
に
定
め
る
申

出
書
及
び
第
三
項
に
定
め
る
資
料
の
提
出
並
び
に
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
条
第
四
項
に
定
め
る
手

続
」
と
あ
る
の
は
、「
第
二
十
九
条
第
一
項
に
定
め
る
申
請
書
の
提
出
及
び
同
条
第
三
項
に
定
め
る
手
続
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
九
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
み
な
し
再
入
国
許
可
の
意
図
の
表
明
）

第
二
十
九
条
の
二

法
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
再
び
入
国
す
る
意
図
の
表
明
は
、
入
国
審
査
官
に
同

項
の
規
定
に
よ
り
再
び
入
国
す
る
意
図
を
有
す
る
旨
の
記
載
を
し
た
別
記
第
三
十
七
号
の
十
九
様
式
に
よ
る
書
面

を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

中
長
期
在
留
者
が
前
項
の
意
図
の
表
明
を
行
う
場
合
は
、
前
項
の
書
面
を
提
出
す
る
ほ
か
、
在
留
カ
ー
ド
を
提

示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
再
入
国
の
許
可
を
要
す
る
者
）

第
二
十
九
条
の
三

法
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
出
入
国
の
公
正
な
管
理
の
た
め
再
入
国
の
許
可
を
要

す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

法
第
二
十
二
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
意
見
聴
取
通
知
書
の
送
達
又
は
同
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
る

通
知
を
受
け
た
者
（
意
見
聴
取
通
知
書
又
は
通
知
に
係
る
在
留
資
格
の
取
消
し
の
原
因
と
な
る
事
実
に
つ
い
て

第
二
十
五
条
の
十
四
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
を
除
く
。）

二

法
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
し
て
入
国
審
査
官
が
通
知
を
受
け

て
い
る
者

三

法
第
三
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
収
容
令
書
の
発
付
を
受
け
て
い
る
者

四

特
定
活
動
の
在
留
資
格
を
も
つ
て
在
留
し
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
法
務
大
臣
が
個
々
の
外
国
人
に
つ
い
て
特

に
指
定
す
る
活
動
と
し
て
法
第
六
十
一
条
の
二
第
一
項
の
申
請
又
は
法
第
六
十
一
条
の
二
の
九
第
一
項
に
規
定

す
る
異
議
申
立
て
を
行
つ
て
い
る
者
に
係
る
活
動
を
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の

五

日
本
国
の
利
益
又
は
公
安
を
害
す
る
行
為
を
行
う
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
出
入
国
の
公
正
な
管
理
の

た
め
再
入
国
の
許
可
を
要
す
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
あ
る
と
し
て
法
務
大
臣
が
認
定
す
る
者

２

法
務
大
臣
は
、
前
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
し
た
と
き
は
、
外
国
人
に
対
し
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も

の
と
す
る
。
た
だ
し
、
外
国
人
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
と
き
そ
の
他
の
通
知
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

３

前
項
の
通
知
は
、
別
記
第
四
十
四
号
の
二
様
式
に
よ
る
通
知
書
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
急
速

を
要
す
る
場
合
に
は
、
法
務
大
臣
が
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
し
た
旨
を
入
国
審
査
官
に
口
頭
で
通

知
さ
せ
て
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
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